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トマ ト褐色輪紋病 の 薬剤防 除につ い ての エ ビデンス メー ク

岡山県農業総合セ ンター農業試験場　 佐 々 木静江

　　　　　　　　 shizue ＿sasaki ＠pref．okayama ．lg．jp

1．トマ ト褐色輪紋病の発生と被害

　岡 山県 の 夏秋トマ トは 県北部 の 雨除け栽培，傘型 の 雨除け栽培 （畝毎 に傘型 の トン ネル を張っ て 雨除けとして い る）を

中心として，主に桃太郎 8が 131ha（2002年度）栽培されてい る。これまで にトマ トの 茎葉の 病害として は，疫病，葉か び 病，

輪紋病，斑点細菌病などが発生 して い たが，1985年 にトマ ト褐色輪紋病 （病原菌 ；（；elJvrlespora　cassfico7a）が我が国で 初

めて確認され （粕山ら，1992），1998年以降県北部 の 傘型 の 雨よけ栽培 トマ トで多発 し，重要病害の
一

つ となっ てい る。本

病は 7 月頃か ら茎葉に発生 し，葉に周縁部が黄色 の褐色斑点が形成され，7月下旬〜8月 の 高温期には数 目間降雨が

続 い た 後 に
， 急激 に 病勢進展 して 下葉か ら枯れ上 が る （図 1，2）。果実 に はまれ に黒色 の 小 斑 点 を生 じるが，現地 で は殆

ど発生せ ず，むしろ早期枯れ上がりによる減収が実質的な被害 である。

図 1 トマ ト褐色輪紋病の 多発生圃場の 発病推移（2002＞図 2 トマ ト褐色輪紋病の 激発圃場（左），及 び葉の 病斑（右）

2．効率的防除プロ グラ厶を見いだすため の エ ビデンス メーク

1）防除に関するこれまで の知見

　 こ れまで 国内ではトマ ト褐色輪紋病の 圃場 で の 薬剤防除に 関する報告は 見あたらな い が，同 じ COtymθspora

cassiicola の 各種病害の うち， キ ュ ウリ褐斑病に 対 してダイフ ァ
ー

，
ジマ ン ダイセ ン

，
ビス ダイセ ン，ダコ ニ

ー
ル の 予防効

果 が高い ことが 報告されて い る（1987，狭間）。また，ベ ン ズイミダゾー
ル 系薬剤 （トッ プジン M ，

ベ ン レートなど）の 耐性

菌の 優占圃 場 に お い て，ゲッ タL．一，ス ミブレ ン ドは 効果 が 高く，ジ マ ンダイセ ン，ダコ ニ
ー

ル も効果が ある（狭間 1993）と

されて い る。こ れらの 薬剤はトマ ト褐色輪紋病に対 しても有効と推測され た。

2）現地における薬剤使用 と病害の 発生状況

　 また，本病は病勢進展 が早 い ことか ら，発 生初期 の 防除が重要 と考え られ た。そ こで ，2eo1，　2002 年に現地圃場で

防除体系の 聞き取り調査を実施 した。

（1）2001年の 新見市草間（事例 1）

　　 2001 年 の 新見市草 間 で は ，初発 の 早 か っ た圃 場と遅か っ た 圃場 が み られ，この 違い は何 か を考えた。初発 が 7

　 刀下旬と遅かっ たN 圃場 で は，高齢の 農業者が 6月 下旬以降に ビ ス ダイセ ン，ダコ ニ ール
， ジマ ン ダイセ ン を散布 し，

　 昔なが らの 予 防剤主体 の 薬剤防除を行 っ てい た。これ に 対して ，初発 が 早か っ た Y 圃場で は，カスミン ボル ドー，ビ

　 ス ダイセ ン，ポ リオ キシ ン AL ，ユ
ーパ レン ，ゲッター

， トリフミン
， サン ドフ ァン C ，ロ ブ ラ

ー
ル 500 ア クア とい っ た薬剤

　 が散布され て い たもの の ，7A 上旬以前の 防除が 不十分で あっ た（図3）。ビ ス ダイセ ン ，ダコ ニ
ー

ル
，
ジマ ン ダイセ ン

　 はキ ュ ウリ褐斑病で も予防効果の 高い 薬剤とされて い るこ とか ら，
こ れらの 薬剤 の 予防散布 が 初発 を遅 らせ るの に有

　 効だ っ たの で はない かと考えられた。
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図 3 トマ ト褐色輪紋病の 発病推移と薬剤散布事例 1（2001，新見市草間 の N 圃場 Y圃場）

（2）2002 年の新見市豊永（事例 2）

　　2002年 の 新見市豊永で は，隣接する2 圃場 で 7月下旬に 同時に初発 した後，
一

方のYM 圃場で は本病が多発し

て い るの に対 して
， もう

．一
方の NY 圃場 で は発病が 低 く抑え られ る事例 が み られ た。　YM 圃 場 は，最初 は 無防除で，

本病が多発した後に ゲッタ
ー
，ビ スダイセ ン が散布されたが，その 後，下葉から枯れ上 が り，早期 に 栽培 が 終了 した。

これ に 対 して ，NY 圃場で は，初発前に は ビ ス ダイセ ン ，ペ ン コ ゼ ブなどが 散布され ，初発 後 に は ロ ブラ
ー

ル 500ア ク

ア，ゲッターが散布され ， そ の 後は ベ ル ク
ー

ト， ラン マ ン の 後にゲ ッタ
ー，アミス タ

ーが散布されて い た （図 4）。ゲッ タ

ーは キュ ウリ褐斑病で 効果 の 高い 薬剤とされ て い るが，NY 圃場 で は 初発後 3 日後にゲッ タ
ー

を散布 して おり，この

ことか ら， ゲッ タ
ー

を初発後早めに散布すればその 後 の 発病を抑 えられ るの で は ない か と考えた。

図 4 トマ ト褐色輪紋病の 発病推移と薬剤散布事例 2 （2002，新見市豊永 の NY 圃場，　YM 圃場）

　以上 の 既存の 知見と現地の 薬剤散布事例 か ら，
ビス ダイセ ン，ジマ ン ダイセ ン ，ゲッ ターなどの キ ュ ウリ褐斑病の 防除

薬剤はトマ ト褐色輪紋病にも有効で あり，実際の 防除場面で は，ビ ス ダイセ ン
，
ジマ ン ダイセ ンなどの 予防散布を主体とし

て ，初発後に早 め にゲッ ターを散布す ると発病を抑 えられるの で は ない か と考えた。

　そこで，次 に，  ビ ス ダイセ ン，ジマ ン ダイセ ン，ゲッ タ
ー

などの キュ ウリ褐斑病の 防除薬剤，及びその 他 の 現地で 使用

され て い た薬剤 の 効果をポッ ト試験，圃場試験で確認 し， 有効薬剤を選抜するとともに，  発生 初期 に これ ら有効薬剤を

組 み 合わせた防除効果を試験場内の ハ ウス で検討した。なお，2000〜2001年 に 県北部の 産地か ら採集された褐色輪紋

病菌 に は，ベ ン ズ イミダゾー
ル 系薬剤 に対す る耐性菌が 高率 に確認 され てい る（伊達 ら，2004）た め，主 に耐性菌 に対す

る薬剤 の 効果を検討 した。

3）トマ ト褐色輪紋病に対する薬剤の防除効果（ポッ ト試験，圃場試験）

（D ポッ ト試験

　　 まず ，
ポ ッ ト試験により本病の ベ ン ズイミダゾール 系薬剤耐性菌 に対す る有効薬剤 を選抜 した。

　　 本葉 5 葉期 の トマ ト（罹病性品種 ：ポ ン デロ
ーザ）苗 を用 い ，薬剤を散布 した後 にベ ンズ イミダゾー

ル 系薬剤耐性

　 菌及 び感受性菌の 分生子 懸濁液を噴霧接種 し，病斑 の 形成 を調 査 した。そ の 結 果 ，ベ ン ズ イミダゾー
ル 系薬剤耐

　 性菌，感受性菌 の 両菌株 に 対して，ビス ダイセ ン ， ジマ ンダイセ ン
， ゲッタ

ー，ダコ ニ
ー

ル ，ス ミレ ッ クス の 予防効果 は

　 高く，カス ミン ボル ドー，ア ミス タ
ー

の 効果も認 め られ た。トップジン M は，ベ ン ズ イミダゾー
ル 系薬剤感受性菌には高
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い 予防効果 が認 め られた が，耐性菌に は ほ とん ど効果が認 め られ なか っ た （表 1）。

表 1 トマ ト褐色輪紋病に 対する薬剤の 予防効果（ポット試験）

ペ ンズイミダゾール 系薬　 ペ ンズ イミダゾ
ー

ル系薬

供試 薬剤
　 剤 感 受 性 菌

株 当たり病
　 　 　 　 　防除価
　斑 数

b〕

　　 剤 耐 性 菌　　　 薬
　 　 　 　 　 　 　 　 　害株 当たり病
　 　 　 　 　防除価
　斑 数

b｝

ア ミス タ
ー20フ ロ ア ブ ル

a ）

カ ス ミン ボル ドー

ポ リオキシ ンAL 水 和剤

ビス ダイセ ン 水 和 剤

ジ マ ン ダ イセン フ ロ ア ブ ル

ダ コ ニ ール 1000

ス ミレ ックス 水 和剤

トップ ジ ン M 水 和 剤

ゲ ッ タ
ー

水 和 剤

無散布

2，0001
，000500800110001

．0001
，0001
．5001
，000

63451230

，2
　 70

，40
，8

　 00
．4530

88927710099100100100100203137

　 0

　 1
　 0

　 0189

　 0210

認：

1訖：

1器：
’

？：：
100　 一

a ）各 薬剤とも展 着 剤ニ
ーズ1．000倍液 （ア ミス ター20フ ロ ア ブ ル は2，000倍 ）を加 用。

b）5 株 の 平 均 値 （1区 5株 ，反 復 な し）

（2）圃場試験

　　次に，ポッ ト試験で効果が認 め られ た薬剤 の 発病初期 における防除効果を試験場内ハ ウスで 検討 した。

　　試験場内の 雨除けハ ウス を用 い ，2002年 5〜8月 にベ ン ズ イミダゾール 系薬剤耐性菌をトマ トに接種して発病させ

た後，9月に 残渣を取り除い て，すぐに本葉 5 葉期の トマ ト（罹病性品種 ；LS−89）苗を定植し，定植 1 日後，7 日後に

薬剤散布 して その 後 の 発病を調 査 した。そ の 結果，ゲッター，ア ミス ターの 防除効果が高く，次 い で ダコ ニ ール ，ジ

マ ンダイセ ン の 防除効果も認められた（表 2），

表 2 トマ ト褐色輪紋病に対する薬剤の 防除効果（農試場内ハ ウス，9月 4 日定植）

供試 薬 剤名

　 　 　 　 　 　 9111

濃 度 　　（第 1 回散 布 6 日俵 ）

（” ）

簾 扁

　 　 9fl7

（第 2 回散 布 6 日後 ）

韈解 防除 価

薬 害

カス ミン ボ ル ドーa）　 　 　 1．000
ダコ ニ ール 1000 　 　　 　 1，000
ジマ ン ダ イセ ン フ ロ ア ブル 　 500

ゲッ タ
ー

水 和 剤 　 　 　 　 　 1．500
ア ミス タ

ー20フ ロ ア ブル 　　2．000
無 処 理

8．9　　　　 11

5．1　　 　　 50

4．4　　　　56
1．2　　　　 88

1．1　　　　 89

10．0

29．2　　　 65

8．1　　　 90
12．4　　　 85

0．55　　　 99

0，55　　　 99

82．6
a ）展 　 」は 囗用 し 冨か っ ：。
b ）2 区 の 平 均 値 （1区 10 株、2 反 復 ）

　ポッ ト試験，．圃場試験 の 結果か ら，ベ ン ズイミダゾー
ル 系薬剤耐性菌及び感受性菌 に対 して ジマ ン ダイセ ン，ビス ダ

イセ ン，ダコ ニ
ール ，ゲッター

，
ス ミレ ッ クスなどの 殺菌剤は 予防効果が 認 め られ ，これ らの 薬剤 は トマ ト疫病，灰 色か び

病，輪紋病 ，葉か び病の い ずれ か に 登録があり，当該病害の 融布薬剤として用 い れ ば，褐色輪紋病に対 しても効果 が

あると考えられる。 さらに ， 圃場試験 で はゲ ッター，アミス ターは高い 防除効果 が認 め られ ，本病の 初発後 の 防除薬剤

として有効と考え られた。

4）トマ ト褐色輪紋病に対する有効薬剤 （ビスダイセン とゲッタ
ー

）の 組合せ効果

　 圃 場試験で 有効で あっ た 薬剤の うち，予防剤として ビス ダイセ ン ，防除効果 の 高 い 薬剤として ゲッ タ
ー

を用い ，本病

の 発生初期に 両剤を組み合わせ た防除効果を検討 した。

（1）方法

　　 3）の （2）の 試験ハ ウス を用 い
，

12003
年 4〜5 月 に本病を自然発病させ た後，5 月 下 旬 に残渣を取り除い て 6 月 3

　　目にトマ ト苗 （LS−89）を定植した。定植 12時間後に無処理区を除く全区にビスダイセ ン を 1回散布 した後，全区で初

　 発を確認後 に表 3 の 通りにゲッ ターとビス ダイセ ン を組み合わせ て散布 した。
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（2）結果及び考察

　　本病 は 無処理区で 6 月 16 日頃に ，
ビ スダイセ ン を散布して い た区で は 6 月 18 日に初発 し， 無処理区の 全株 の

下葉が枯れ 上 がる甚発生 となっ た。最も効果が高か っ た の はゲッターの 3回散布で発病度が約 20に抑えられた （全

株下葉枯れなし ）。ゲッタ
ー

の 散布回数 につ い て は ， 初発 28 日後ゲッタ
ー1回 散布 〔発病度約 40）を除 い て

，
1回 散

布と2回散布 の 効果 の 差 は ほ とんどみ られず ， ともに発病度 30前後に抑えられた（下葉枯れ株が 1〜2／30株）。 ま

た，ゲッ ター
の 散布時期 は，ゲッター1 回散布で は初発 28 日後 の 効果が劣っ た が，初発 3 日後，13 日後 の 効果 の

差 はそれ程 み られず ，
2 回散布 に お い ても初発 3，

13 日後と3，
28 日後 の 効果の 差は ほとんどみ られなか っ た。

ビス

ダイセ ン 4 回散布の 効果は やや劣り，発病度40 前後となっ た（下葉枯れ株が 3〜4／30 株）（表 3，図 5，6）。また，

全般的 に ，
ビ ス ダイセ ン 散布だけ で は そ の 後の 発病を十分抑えられなか っ たが ，

これ に ゲッ タ
ー

を散布すると発病

度をやや減少させ るこ とが で きた。

　以 上 の 結果 か ら，トマ ト褐色輪紋病の 発生初期防除では ，初発前に ビス ダイセ ン などの 予防剤を散布し，初発後

に は ゲッターを初発 3 日後頃 に 1回 散布 し，そ の 後，発病が増加する場合 には 予 防剤とゲッ タ
ー

を交互 散布すると

発病が抑 え られ ると考え られた。この 結果 は 現地 で初発が遅か っ た り，発病が少なか っ た 圃場の散布事例と
一

致し

てい た。なお，最も効果が 高か っ たの は ゲッ タ
ー

の 3 回散布で あるが，ゲッター
の 耐性菌が

一
部の 地域で 検出され

てい る（伊達ら，2004）ため，現場 で は連続散布は 2回以内に とどめ てもらうの がよい と思われ る。

表 3 トマ ト褐色輪紋病に対するビス ダイセン 水和剤のゲッタ
ー

水和剤の組合 せ効果

試験 区 薬剤 散 布
e ） 　 　 　 b）

発 病度

6月4 日　 6月 21 日　 7月 1日　 7月 16日

　 　 　 　 初発3日 観 初発 13日 徴 初発28 日 後

6月4 日　6月 16日 6月 25 日　7月 1日　 7月 22日　 8月 7 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （第2回散 　 （第3回 散 　（第4回散
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 布 10日後 ） 布21 日後 ） 布22 日後）

ゲッター1回 散布 OOO ●

OO
O
●

0

OO

●

0．0　　　　0．0　　　 23．3　　　26．7　　　 34．7　　　 34．2
0．0　　　　0．0　　　　22．0　　　31．3　　　 28．0　　　 27．3
0．0 　　　　0．0　　　 27．3　　　31．3　　　 45．3　　　40．7

ゲ ッター2回 散布

ゲッ ター3回 散 布

OO
一
〇

●

●一
●

●

O一
●

O
●一
●

0．0　　　　0．0　　　 24．0　　　30．0　　　27．3　　　 31．3
0．0　　　　0．0　　　24．0　　　30．0　　　39．3　　　25．3
0．0　　　　0．0　　　 27．3　　　35．3　　　24，0　　　19．3

ビ ス ダイセ ン 4 回散 0 Q o O 0，0 　　　　0．0　　　 22 ．7　　　28 ．7　　　 42 ．7　　　46 ．0

　無 処理

a ）O ；ビス ダイセ ン 散 布、● ：ゲ ッ ター散 布、一：散布 な し

b）3区 の 平 均値 （1区 10 株，3反 復 ）

0．0　　　 16．0　　　48．7　　　52．7　　　 82．0　　　 92，7

4．防除プログラム案

　以上 の 結果を参考にして ，そ の 他病害の 防除も考慮した防除プ ロ グラム を表 4の ように作成 した。まず，6〜7月に発生

す る斑点細菌病は 褐色輪紋病と判別が難しい ため，この 時期には両方に効果 があるビ ス ダイセ ン ，ジマ ン ダイセ ン （ペ ン

コ ゼブ）を散布する。7 月 下旬以降の 褐色輪紋病の 進展期には，ジマ ン ダイセ ン （ペ ン コ ゼ ブ），ダコ ニ
ー

ル などの 予防剤

とゲッタ
ー

を交耳散布す る。
こCl’ほ か

， 灰色か び 病防除 として ポ リオ キ シ ン AL ，ロ ブラール ，葉か び 病防除としてベ ル ク

ート，トリフミン，疫病防除に は フォ リオブラボ，ラン マ ン （ラン マ ン は疫病以外には効果 がない ため，応急防除用 に 限定す

る）などを組み込 ん で い る。

5．今後の 課題

　上記 の防除プ ロ グラム は 大まかな防除 の 流れを示したもの であるが，より実践可能な防除プロ グラム へ の 改善の た め

に，現場か らの フ ィ
ードバ ックが 必 要で あり，今後，どの ように防除プロ グラム を定着させ てい くかが残された課題で ある。
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表 4 傘型雨 よけ栽培の 夏秋トマ トの 防除プロ グラム 案

月

週

薬剤名

病

害
名

D

褐色 輪紋病

輪 紋 病

葉 か び病

斑 点細菌病

灰 色か び病

疫病

6 7 8 g　　i10
1　2 　3 　4i1 　2 　3 　4　i　1　2 　3 　4　i　12 ，34i1

　

　

　

　

ト

リ

フ

ミ

ン

　

　

　

フ

オ

リ

オ

ブ

ラ

ボ

ベ

ル

ク
ー

ト

（
又

は

ス

ミ

ブ

レ

ン

ド

V

の

　

　

　

　

ア

ミ

ス

タ

ー

　

　

　

　

ダ
コ

ニ

ー

ル

　

　

　

　

　

ゲ
ッ

タ
ー

　

　

　

　

ゲ

ッ

タ

ー

　

　

　

ビ

ス

ダ

イ

セ

ン

　

　

ポ

リ

オ

キ

シ

ン

AL

　

　

　

　

ベ

ル

ク
ー

ト

　

　

　

ビ

ス

ダ

イ

セ

ン

　

　

　

　

ダ
コ
一一
ー

ル

　

　

カ

ス

ミ

ン

ボ
ル

ド

ー

（Q）（O＞（O ）

o 　o 　o 　　 io　　　o 　　 iO　　　O o 　oi

。 。 o 一
o　 （o 〕幽 一

幽 　　oi　 O　 Oio

・ ・ …・ 　・ …・ 　。 泌 →
鮪 が発生 した ら，ラン マ ン で応 急防除

1） ← 一呷レ ：病害の 発 生 時期，O ：登録あり，（O ）：登 録ない が，効果あり
2） 褐色輪紋病の 多発時に はス ミブレン ドを散布 。 ス ミブレン ドの 登 録は灰 色 か び病に O ，褐色 輪 紋病 （O ）
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